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利用者：管理者、担当者、システム担当者、
知識コミュニティ管理者 １．はじめに  

 ソフトウエア企業における主要な資産にはソフト

ウエアなどの知的資産とこれらを生み出す人的資産

があるが、知的資産は技術の進歩により陳腐化する

ことがあり、知的資産を維持発展させる人的資産が

より重要である。 

 

 

 

 

 
 我々は企業の社員の保有技術や業務履歴などの文

字データを定期的に登録・管理して簡単な操作で望

む情報を検索・表示することにより、社員間で情報

共有を行い、社員の適正配置や能力開発を推進する

「業務履歴管理システム：JHMS Job History 

Management System」を開発した。以下に本システ

ムの構成と機能の概要について述べる。 

 

 

 

 

 

 

 
２．システムの構成と機能 
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図１．JHMS のシステム構成 
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システムの構成を図 1 に示す。このシステムの概略

機能は次の通りである（以下の数字は図１に対応す

る）。 

ワーク、OS、プログラミング言語など､更にプログ

ラミング言語の中の小分類として Java, C などがあ

る。図３に保有技術のプログラミング言語の入力例

を示す。 
①：各員は ID とパスワードにより認証を得ると図

2 に示すような個別のポータル画面が表示される。

このポータル画面は組織の管理者、担当者、システ

ム担当者、知識コミュニティ管理者により異なり、

図 2 は管理者でシステム担当者でもある画面である。

担当者には図 2 のシステム定義④がなく、知識コミ

ュニティ管理者には知識コミュニティ⑨を管理する

操作項目がある。 

 キャリアや保有技術、資格に対しては上長による

検認が必要であり、検認 （⑤）を得た後にデータ

ベースに登録される。これらの大分類、小分類項目は

定期的に追加･更新することが必要なためこれらの入力

項目はシステム管理者により更新される（④)。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②：原則として各員は定期的に個人情報を入力する。

個人入力項目には、1)キャリア（業務）、2)保有技

術、3)社外資格、4)研修履歴 などの項目があり、

キャリアでは開始･終了時期、保有技術ではそのス

キルレベルを 5 段階で入力する。これら全ての項目

には、例えば、保有技術の大分類項目としてネット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３．保有技術の情報入力画面

図２．個人ポータル画面 

③：データベースには人事部門で作られた最新の所

属・役職表が保持され、この人事データに基づき各

員の職務・保有技術などが登録･管理される。 

一般に組織や職務はしばしば変更されるが、過去

の記録を参照する場合があるため、情報入力に際し

て過去のデータを全て保存し、任意の時点、期間で

の個人や組織の職務や保有技術を検索することがで

きるよう追記式データベースの構成を採用している。 
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⑥：検索条件には検索すべき組織と業務、保有技術、

資格など様々な項目を設定することができる。 

この一例を図４と図５に示す。図４では、①の部分

で組織を、②の部分で必要な大分類、小分類の項目

を、③の部分で期間を設定する。なお、項目選択で

は AND または OR 条件を設定することができる。ま

た、この検索条件をテンプレートとして保存するこ

とができる。この検索結果を図５に示す（⑧）。図

5 において横軸は期間、横棒は業務内容を表し、そ

の内容を四角の枠内に表示している。 
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どすべての業務履歴を表示している。これは人材マ

ップや技術マップ（図１⑦）を用いて望む人材を検

索した結果、本当にその人が適切であるかを確認す

るためなどに利用される。 

⑨：知識コミュニティの基本的機能は掲示板であり、

各社員が相互に交流して知識を共有することにより、

技術力の向上と問題解決支援の場を提供するもので

ある。知識コミュニティには「技術フォーラム」と

「ラウンジ」があり、前者はデータベースに登録さ

れた技術項目についての討論の場であり、後者は技

術以外の各社員の私的な交流の場を提供するもので

ある（図７参照）。知識コミュニティには管理者が

いて、常時状況を監視し、新しいフォーラムの設定  

図４ 
 
①

マップ、技術マップは、⑥

された結果を表示するもの

場合、組織が持つ保有技術

段階的に表示することがで

域地図から詳細地図を求め

める個人を抽出することがで

献（３）参照)。 

プロフィールの表示例を図

プロフィール表示は個人の

務履歴（図６②）、社外資

など最新ニュースの提供、不適切なメッセージの警
 

検索条件設定 

 

図５ 業務履歴
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②

③ 
図６ 個人プロ
②
 告、削除などを行う。相互交流のやり取りは話題の

提供とそのレスポンスの形式で表示され、各項目

（フォーラム）毎に投稿された話題とそのレスポン

スがツリー表示される。 
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図７ 知識コミュニティポータル画面

検索結果表示 ３．おわりに 

 ソフトウエア産業にもデフレがやってくると言わ

れている折、ソフトウエア産業における人材の育成

と適正配置が益々重要となってきている。 

 我々は企業に蓄積されている大量の文字データ情

報を如何に有効に活用し、企業経営に貢献するかに

注目し、知識管理や情報可視化の研究を進めている。 

最後に本開発において情報提供と指導、支援を賜

った三菱電機コントロールソフトウエア株式会社殿、

本開発を精力的に実施した下記の当研究室４年生の

方々に謝意を表する。 

 佃和哉、飯吉祐加子、池田顕子、 

阪上武志、佐久間武、佐藤満、 

杉本誉武、高島徹、谷池翼、藤岡透悟 
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